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教科等研究会（小学校家庭科部会） 

令和４年度 研究活動のまとめ 

１ 研究テーマ 

 

 

くらしをみつめ、家族や地域の一員として  

生活をよりよくしようと工夫する児童の育成  

～児童が達成感をもち、家庭での実践につながる授業づくり～  

２ 研究経過 

第１回 第２回 第３回 第４回 

6/21 
11

名 
白旗小 11/1 

10

名 

嘉島中 

片岡佳奈子 
12/6 

10

名 

白旗小 

実践発表 
2/6 

14

名 

益城中央小 

松本幸恵 

３ 研究の概要 

(1) 研究の内容 

 ア 小中合同授業研究会  

題材名 中学１年「さまざまな食品とその選択」 授業者 片岡佳奈子 教諭  

本題材は、食品が食卓にのぼるまでの流れが分かり、食品の特徴や情報を理解し、目的に応

じた選択・保存ができることをねらいとしている。小学校でも、同じように消費者としてどん

な視点で商品選択をしていくか考える学習があり、系統立てた学習の大切さを確認できた。 

よりよい生活を目指すためにも、生産、流通、消費、環境、使用目的、安全性等の視点を考

えて児童が実践できるような授業づくりを工夫して行うことが大切だと確認した。 

 イ 実践発表会 

各会員よりテーマに沿った授業実践の発表を行い、児童が達成感をもち、家庭での実践に

つながるような手立てや評価の工夫について深めることができた。  

家庭科の授業において、児童に達成感をもたせるために人材の活用や IＣＴの活用、そし

て、家庭とのつながりを意識しながら実践することの大切さを確認することができた。 

  ウ 授業研究会 

    題材名 ５年「持続可能な社会へ 物やお金の使い方」(開隆堂)授業者 松本幸恵 教諭  

資源や環境を大切にするよりよい生活を目指して、「持続可能な社会の構築」などの視

点から課題を持ち、物やお金の使い方と買い物について考えることで具体的な行動につな

げることをねらいとした授業に取り組んだ。題材を通して、家族団らんパーティーの買い

物を成功させるというゴールを設定し、消費者として目的に合った買い物ができるように

するとともに、「持続可能な社会の構築」という見方・考え方で身近な消費生活と環境に

ついて考えていくことができた。 

(2) 成果と課題 

  ア 小中合同授業研究会 

   ○中学校の学習を参観することで、小学校の学習とのつながりを知ることができ、消費者とし

てさまざまな視点を持つことの大切さや消費者教育の重要さを実感した。 

   ●目的や環境への意識を持たせ、消費者として様々な視点を考えていけるような授業を工夫し

ていく必要がある。 

  イ 実践発表 

   ○家庭での実践の様子や児童の作品、振り返りに ICT を活用することで、児童に達成感をもた

せたり、くらしを見つめさせたり、掲示や評価に活用したりすることができた。 

   ●家庭背景により、家庭実践へつなげることが難しいことがあるので、一人一人の学びをどの

ように保障するか工夫していく必要がある。 

ウ 授業実践（題材名 ５年「持続可能な社会へ 物やお金の使い方」） 

○自分や家族にあった計画的な買い物を実践させるために、単元導入で家族団らんパーティー 

の買い物を成功させるというゴールを設定したことで、商品選択の際に自分の生活や経験を 

もとにした発言があり、様々な状況で買い方も変わることを児童に気付かせることができた。 

○単元を通して、買い物名人〇箇条をクラス全員で完成させていくなど、学びの足跡が残る工

夫があり、子どもの意欲向上につながっていた。 

●家庭状況や買い物の仕方も多様化しているので、焦点化するなどの工夫も必要。 
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４ 実践事例 

(1) 授業の概要 

 題材名 ５年「持続可能な社会へ 物やお金の使い方」（開隆堂）授業者 松本幸恵 教諭  

本題材は、資源や環境を大切にするよりよい生活を目指して、「持続可能な社会の構築」な

どの視点から課題を持ち、物やお金の使い方と買い物について考えることで具体的な行動に

つなげることをねらいとしている。題材を通して、物やお金の使い方を理解して、消費者と

して目的に合った買い物ができるようにするとともに、「持続可能な社会の構築」という見

方・考え方で身近な消費生活と環境について考えていく。  

(2) 学習構想案  
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(3) 授業研究・協議を終えて 

家庭での実践につなげるためには、児童に目的意識をもたせることが重要であることを実感

できた。熊本県立教育センターの髙宮かおり指導主事の講話を聞き、消費者教育の重要性や見

方・考え方をはたらかせて課題をつかんだり、考え合ったりする授業を工夫する必要があると

分かった。評価の仕方についても今後更に研究を深めていくことで、焦点化した授業につなが

ると感じた。 


